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2. 既往資料の収集 

うねり性波浪に対する既往の研究論文などの知見を収集する。また、既往のナウファスなどの

波浪観測資料から、うねり性波浪の発生状況、被災状況等について整理し、分析を行う。 

 

2.1 既往資料の収集整理 

海岸保全施設の技術上の基準・同解説（平成30年8月）において、設計波の考え方にうねり性

波浪が導入されており、従来の設計波において一般的に考慮されてきた波浪よりも周期が長いう

ねりに対しても適切に対応するために、うねりによる被害が想定される地域においては、風波と

うねりを区別しない従来の確率波高とは別に、同様な統計処理を行ってうねりの確率波高を設定

するのがよいとされている。 

ここでは、うねり性波浪の定義やうねり性波浪による被害状況、波力、越波量などに関する技

術的な観点を収集し、構造物や漁業地域への影響の観点から整理を行う。 

港湾施設におけるうねり性波浪による被災例としては、平山ら（2012）は以下の箇所を示して

いる（図 2-1を参照）。 

このうち、伏木富山の被災時には入善漁港海岸（富山県入善町）でも甚大な被害を発生させて

いる。また、長周期波の影響による越波災害としては、福井県越前漁港における被災事例も報告

されている。以上のように、海岸被害の発生メカニズムの一つに、うねり性波浪が大きく影響を

及ぼしていることが確認できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 周期の長いうねりにより発生した高波被害（平山ら、2012） 
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 また、図 2-2に示す最新の研究成果（Tamura他、2019）によれば、2008年の寄り廻り波による富

山沿岸の被災（入善漁港海岸）は、富山湾の特徴的な地形効果（能登半島と海底谷による屈折）

が波浪の干渉しやすい環境を作り出し、波高が大きくなったことを示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 (1) 海底谷上のうねりの位相コヒーレントの増幅（Tamura他、2019） 

※一部抜粋  
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図 2-2 (2) 海底谷上のうねりの位相コヒーレントの増幅（Tamura他、2019） 

※一部抜粋 
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図 2-2 (3) 海底谷上のうねりの位相コヒーレントの増幅（Tamura他、2019） 

※一部抜粋 
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図 2-2 (4) 海底谷上のうねりの位相コヒーレントの増幅（Tamura他、2019） 

※一部抜粋 
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2.2 海象データの収集整理 

うねり性波浪の発生状況などを把握するために、ナウファスなどの海象資料を収集し、整理す

ることにより、うねり性波浪の襲来状況などを把握する。 

海象資料の収集、整理は、ナウファスで観測されている78地点を対象とした。ナウファス年報

から抜粋した観測地点の位置図を図 2-3に、波浪観測機器及び設置位置を表 2-1に示す。また、表 

2-2に海象資料を収集、整理した期間を示す。 

データの収集期間は、ナウファスにおいて20分毎で観測を開始された2005年～2019年を対象と

したが、観測開始が2006年以降の場合には、観測開始からとしている。 

 ただし、20分毎で観測が実施されていない新潟沖、伏木富山、境港、浜田、熊本及び志布志湾

については、2時間毎で観測のデータを収集し整理した。 

 

 

図 2-3 ナウファスの観測地点の位置図 

出典：NOWPHAS 年報(港湾空港技術研究所資料) 
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表 2-1(1)  波浪観測機器及び設置位置 

 

出典：NOWPHAS 年報(港湾空港技術研究所資料) 

 

  

整理 ス　ペ

番号 機　種 水深(m) R(m) 北　　 緯 東　　　経 機　種 水深(m) R(m) 北　　 緯 東　　　経 クトル

1 留 萌 海象計 -49.8 0.8 43°51′59″ 141°28′07″ 海象計 -49.8 0.8 43°51′59″ 141°28′07″ ◎

2 石 狩 新 港 海象計 -22.4 1.6 43°14′55″ 141°16′44″ 海象計 -22.4 1.6 43°14′55″ 141°16′44″ ◎

3 瀬 棚 ＵＳＷ -52.9 0.8 42°26′39″ 139°49′03″ ＣＷＤ -20.0 2.7 42°26′00″ 139°49′58″ ◎

4 青 森 ＵＳＷ -24.9 2.0 40°51′10″ 140°44′21″ ○

5 深 浦 ＵＳＷ -51.0 1.9 40°39′34″ 139°54′42″ ○

6 秋 田 海象計 -29.0 1.7 39°44′16″ 140°00′26″ 海象計 -29.0 1.7 39°44′16″ 140°00′26″ ◎

7 酒 田 ＵＳＷ -45.9 1.2 39°00′31″ 139°46′45″ 傾斜計 -45.9 - 39°00′31″ 139°46′45″ ○

8 新 潟 沖 海象計 -34.5 1.2 38°00′17″ 139°07′34″ 海象計 -34.5 1.2 38°00′17″ 139°07′34″ ◎

9 直 江 津 海象計 -32.7 1.2 37°14′09″ 138°16′25″ 海象計 -32.7 1.2 37°14′09″ 138°16′25″ ◎

10 富 山 海象計 -20.9 1.2 36°46′40″ 137°12′18″ 海象計 -20.9 1.2 36°46′40″ 137°12′18″ ◎

11 伏 木 富 山 海象計 -46.4 1.2 36°49′15″ 137°04′29″ 海象計 -46.4 1.2 36°49′15″ 137°04′29″ ◎

12 輪 島 海象計 -52.0 1.2 37°25′51″ 136°54′08″ 海象計 -52.0 1.2 37°25′51″ 136°54′08″ ◎

13 金 沢 海象計 -21.1 1.2 36°36′50″ 136°34′03″ 海象計 -21.1 1.2 36°36′50″ 136°34′03″ ◎

14 福 井 海象計 -36.7 0.7 36°09′50″ 136°04′30″ 海象計 -36.7 0.7 36°09′50″ 136°04′30″ ◎

15 敦 賀 海象計 -50.8 0.7 35°46′16″ 136°02′23″ 海象計 -50.8 0.7 35°46′16″ 136°02′23″ ◎

16 柴 山 海象計 -42.0 0.6 35°40′17″ 134°40′37″ 海象計 -42.0 0.6 35°40′17″ 134°40′37″ ◎

17 柴 山 ( 港 内 ) ＵＳＷ -11.1 0.6 35°39′32″ 134°39′58″ ○

18 鳥 取 海象計 -30.9 0.5 35°33′16″ 134°09′41″ 海象計 -30.9 0.5 35°33′16″ 134°09′41″ ◎

19 境 港 ＵＳＷ -12.0 1.5 35°31′56″ 133°16′36″ ○

20 浜 田 海象計 -51.8 0.8 34°54′19″ 132°02′11″ 海象計 -51.8 0.8 34°54′19″ 132°02′11″ ◎

21 藍 島 海象計 -20.7 0.6 34°00′43″ 130°47′35″ 海象計 -20.7 0.6 34°00′43″ 130°47′35″ ◎

22 玄 界 灘 海象計 -39.5 1.8 33°56′02″ 130°28′05″ 海象計 -39.5 1.8 33°56′02″ 130°28′05″ ◎

23 伊 王 島 ＵＳＷ -31.9 1.7 32°42′59″ 129°45′15″ ＣＷＤ -31.9 2.5 32°42′59″ 129°45′15″ ◎

24 熊 本 空中発 -4.2 7.9 32°45′08″ 130°33′53″ ○

25 名 瀬 海象計 -54.6 0.6 28°27′07″ 129°31′18″ 海象計 -54.6 0.6 28°27′07″ 129°31′18″ ◎

26 那 覇 海象計 -51.0 1.5 26°15′28″ 127°38′51″ 海象計 -51.0 1.5 26°15′28″ 127°38′51″ ◎

27 紋 別 ( 南 ) 海象計 -52.6 0.8 44°19′04″ 143°36′25″ 海象計 -52.6 0.8 44°19′04″ 143°36′25″ ◎

28 釧 路 海象計 -50.1 0.9 42°54′38″ 144°23′50″ 海象計 -50.1 0.9 42°54′38″ 144°23′50″ ◎

29 十 勝 海象計 -23.0 0.9 42°39′06″ 143°41′08″ 海象計 -23.0 0.9 42°39′06″ 143°41′08″ ◎

30 苫 小 牧 海象計 -50.7 0.9 42°32′39″ 141°26′46″ 海象計 -50.7 0.9 42°32′39″ 141°26′46″ ◎

31 む つ 小 川 原 ＵＳＷ -43.8 0.9 40°55′30″ 141°25′27″ ＣＷＤ -27.8 2.6 40°55′12″ 141°24′44″ ◎

32 八 戸 海象計 -26.5 0.7 40°33′39″ 141°34′06″ 海象計 -26.5 0.7 40°33′39″ 141°34′06″ ◎

33 久 慈 海象計 -49.5 1.1 40°13′04″ 141°51′36″ 海象計 -49.5 1.1 40°13′04″ 141°51′36″ ◎

34 宮 古 海象計 -25.0 0.7 39°38′22″ 141°59′09″ 海象計 -25.0 0.7 39°38′22″ 141°59′09″ ◎

35 釜 石 海象計 -49.8 0.9 39°15′54″ 141°56′06″ 海象計 -49.8 0.9 39°15′54″ 141°56′06″ ◎

36 石 巻 海象計 -20.8 0.5 38°20′49″ 141°15′16″ 海象計 -20.8 0.5 38°20′49″ 141°15′16″ ◎

37 仙 台 新 港 海象計 -21.3 3.2 38°15′00″ 141°03′58″ 海象計 -21.3 3.2 38°15′00″ 141°03′58″ ◎

38 相 馬 海象計 -17.0 0.7 37°52′08″ 140°58′39″ 海象計 -17.0 0.7 37°52′08″ 140°58′39″ ◎

39 小 名 浜 海象計 -23.8 1.6 36°55′04″ 140°55′18″ 海象計 -23.8 1.6 36°55′04″ 140°55′18″ ◎

40 常 陸 那 珂 海象計 -30.3 2.4 36°23′42″ 140°39′12″ 海象計 -30.3 2.4 36°23′42″ 140°39′12″ ◎

41 鹿 島 海象計 -24.6 0.9 35°53′55″ 140°45′14″ 海象計 -24.6 0.9 35°53′55″ 140°45′14″ ◎

42 第 二 海 堡 海象計 -31.8 0.7 35°18′13″ 139°44′50″ 海象計 -31.8 0.7 35°18′13″ 139°44′50″ ◎

43 ア シ カ 島 海象計 -21.7 1.1 35°12′39″ 139°44′04″ 海象計 -21.7 1.1 35°12′39″ 139°44′04″ ◎

44 下 田 海象計 -51.1 1.0 34°38′48″ 138°57′11″ 海象計 -51.1 1.0 34°38′48″ 138°57′11″ ◎

45 清 水 海象計 -51.8 0.6 35°01′16″ 138°32′05″ 海象計 -51.8 0.6 35°01′16″ 138°32′05″ ◎

46 御 前 崎 海象計 -22.8 1.9 34°37′17″ 138°15′33″ 海象計 -22.8 1.9 34°37′17″ 138°15′33″ ◎

47 伊 勢 湾 海象計 -26.9 0.5 34°55′12″ 136°44′25″ 海象計 -26.9 0.5 34°55′12″ 136°44′25″ ◎

48 潮 岬 海象計 -54.7 0.6 33°25′59″ 135°44′50″ 海象計 -54.7 0.6 33°25′59″ 135°44′50″ ◎

49 神 戸 海象計 -17.0 0.5 34°38′50″ 135°16′36″ 海象計 -17.0 0.5 34°38′50″ 135°16′36″ ◎

50 小 松 島 海象計 -20.8 1.5 34°02′24″ 134°38′37″ 海象計 -20.8 1.5 34°02′24″ 134°38′37″ ◎

51 室 津 海象計 -27.7 0.2 33°16′18″ 134°08′50″ 海象計 -27.7 0.2 33°16′18″ 134°08′50″ ◎

52 高 知 海象計 -24.1 0.5 33°28′57″ 133°35′13″ 海象計 -24.1 0.5 33°28′57″ 133°35′13″ ◎

53 上 川 口 ＵＳＷ -25.6 0.6 33°01′54″ 133°03′29″ ○

54 苅 田 ＵＳＷ -9.6 1.4 33°47′59″ 131°04′20″ ＣＷＤ -9.6 1.9 33°47′59″ 131°04′20″ ◎

55 細 島 海象計 -48.3 0.4 32°26′36″ 131°43′42″ 海象計 -48.3 0.4 32°26′36″ 131°43′42″ ◎

56 志 布 志 湾 海象計 -35.0 0.7 31°25′02″ 131°06′36″ 海象計 -35.0 0.7 31°25′02″ 131°06′36″ ◎

57 鹿 児 島 海象計 -35.0 1.7 31°31′06″ 130°33′08″ 海象計 -35.0 1.7 31°31′06″ 130°33′08″ ◎

58 中 城 湾 海象計 -39.6 0.5 26°14′32″ 127°57′55″ 海象計 -39.6 0.5 26°14′32″ 127°57′55″ ◎

59 平 良 沖 海象計 -44.1 0.7 24°51′39″ 125°14′08″ 海象計 -44.1 0.7 24°51′39″ 125°14′08″ ◎

60 石 垣 沖 海象計 -34.8 0.7 24°21′55″ 124°06′10″ 海象計 -34.8 0.7 24°21′55″ 124°06′10″ ◎

注１）ＵＳＷ：超音波式波高計　ＣＷＤ：超音波式流速計型波向計　海象計：超音波ドップラー式波浪計　ＧＰＳ：ＧＰＳ波高計

      空中発：空中発射波式波高計

注２）水深は,水表面から海底面までの距離の平均値より主要４分潮の半振幅の和を減じた値である．

      設置高(R)：海象計，USWの場合，海底面から観測センサーまでの高さ，空中発射式の場合，CDLから観測センサーまでの高さである．

注３）スペクトル欄の◎印は，周期帯毎の方向スペクトル解析を実施．○印は，周期帯毎の周波数スペクトル解析を実施．

観 測 地 点 名
波　高　計 波　向　計  
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  表 2-1(2)  波浪観測機器及び設置位置 

 

出典：NOWPHAS 年報(港湾空港技術研究所資料) 

 

  

整理 ス　ペ

番号 機　種 水深(m) R(m) 北　　 緯 東　　　経 機　種 水深(m) R(m) 北　　 緯 東　　　経 クトル

61 青 森 西 岸 沖 ＧＰＳ -125 海面 40°46′54″ 139°56′15″ ○

62 秋 田 県 沖 ＧＰＳ -104 海面 40°12′38″ 139°39′40″ ○

63 山 形 県 沖 ＧＰＳ -104 海面 38°58′29″ 139°36′02″ ○

64 青 森 東 岸 沖 ＧＰＳ -87 海面 40°38′00″ 141°45′00″ ○

65 岩 手 北 部 沖 ＧＰＳ -125 海面 40°07′00″ 142°04′00″ ○

66 岩 手 中 部 沖 ＧＰＳ -200 海面 39°37′38″ 142°11′12″ ○

67 岩 手 南 部 沖 ＧＰＳ -204 海面 39°15′31″ 142°05′49″ ○

68 宮 城 北 部 沖 ＧＰＳ -160 海面 38°51′28″ 141°53′40″ ○

69 宮 城 中 部 沖 ＧＰＳ -144 海面 38°13′57″ 141°41′01″ ○

70 福 島 県 沖 ＧＰＳ -137 海面 36°58′17″ 141°11′08″ ○

71 静 岡 御 前 崎 沖 ＧＰＳ -120 海面 34°24′12″ 138°16′30″ ○

72 伊 勢 湾 口 沖 ＧＰＳ -90 海面 34°22′28″ 137°07′29″ ○

73 三 重 尾 鷲 沖 ＧＰＳ -210 海面 33°54′08″ 136°15′34″ ○

74 和 歌 山 南 西 沖 ＧＰＳ -201 海面 33°38′32″ 135°09′24″ ○

75 徳 島 海 陽 沖 ＧＰＳ -350 海面 33°28′11″ 134°28′47″ ○

76 高 知 室 戸 岬 沖 ＧＰＳ -288 海面 33°04’45” 134°11’11” ○

77 高 知 西 部 沖 ＧＰＳ -309 海面 32°37′52″ 133°09′21″ ○

78 宮 崎 日 向 沖 ＧＰＳ -407 海面 32°23′12″ 131°54′36″ ○

注１）ＵＳＷ：超音波式波高計　ＣＷＤ：超音波式流速計型波向計　海象計：超音波ドップラー式波浪計　ＧＰＳ：ＧＰＳ波高計

      空中発：空中発射波式波高計

注２）水深は,水表面から海底面までの距離の平均値より主要４分潮の半振幅の和を減じた値である．

注３）スペクトル欄の◎印は，周期帯毎の方向スペクトル解析を実施．○印は，周期帯毎の周波数スペクトル解析を実施．

観 測 地 点 名
波　高　計 波　向　計  
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表 2-2 海象資料を収集・整理した期間  

 

 

  

海域 地点名 海域 地点名

留萌 2005 － 2019 紋別(南) 2006 － 2019

石狩新港 2005 － 2019 釧路 2005 － 2019

瀬棚 2006 － 2016 十勝 2006 － 2019

青森 2006 － 2019 苫小牧 2006 － 2019

青森西岸沖 2011 － 2019 むつ小川原 2007 － 2019

深浦 2006 － 2014 青森東岸沖 2009 － 2019

秋田県沖 2011 － 2019 八戸 2006 － 2019

秋田 2006 － 2019 岩手北部沖 2009 － 2019

酒田 2006 － 2018 久慈 2005 － 2019

山形県沖 2011 － 2019 岩手中部沖 2009 － 2019

新潟沖 2005 － 2019 宮古 2007 － 2019

直江津 2007 － 2019 岩手南部沖 2008 － 2019

富山 2012 － 2019 釜石 2006 － 2017

伏木富山 2005 － 2019 宮城北部沖 2009 － 2019

輪島 2006 － 2019 宮城中部沖 2008 － 2019

金沢 2006 － 2019 石巻 2005 － 2019

福井 2005 － 2019 仙台新港 2007 － 2019

敦賀 2010 － 2019 相馬 2007 － 2019

柴山 2007 － 2019 福島県沖 2009 － 2019

柴山(港内) 2013 － 2019 小名浜 2006 － 2019

鳥取 2005 － 2019 常陸那珂 2008 － 2019

境港 2005 － 2019 鹿島 2005 － 2019

浜田 2005 － 2019 第二海堡 2006 － 2019

藍島 2007 － 2019 アシカ島 2010 － 2013

玄界灘 2005 － 2019 下田 2005 － 2019

伊王島 2005 － 2019 清水 2005 － 2019

静岡御前崎沖 2009 － 2019

御前崎 2005 － 2019

伊勢湾 2005 － 2019

伊勢湾口沖 2013 － 2019

三重尾鷲沖 2009 － 2019

潮岬 2005 － 2018

和歌山南西沖 2009 － 2016

神戸 2010 － 2019

小松島 2008 － 2019

徳島海陽沖 2010 － 2018

室津 2005 － 2019

高知室戸岬沖 2015 － 2019

高知 2005 － 2019

高知西部沖 2009 － 2016

上川口 2006 － 2019

苅田 2006 － 2019

細島 2005 － 2019

志布志湾 2005 － 2019

宮崎日向沖 2014 － 2019

鹿児島 2008 － 2019

熊本 2006 － 2019

名瀬 2005 － 2019

那覇 2007 － 2019

中城湾 2006 － 2019

平良沖 2005 － 2019

石垣沖 2005 － 2019

収集期間 収集期間

日本海側

太平洋側
（関東以北）

太平洋側
（関東以南）

地方

北海道

東北

関東

北陸

東海

近畿

中国

四国

九州・沖縄
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ここで、うねり性波浪とは、図 2-4に示すように、おおむね8秒周期以上でかつ波形勾配がお

おむね0.025未満の波浪諸元（平山ら、2015）を有するものとする。図 2-5は、高波高時のうねり

の出現頻度を示したものであり、太平洋側では高波高時にうねりの出現頻度が高いことが確認で

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 風波とうねりの定義（平山ら、2015） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5 高波高時(高波抽出基準以上)のうねりの出現頻度 

（棒グラフ：出現頻度(%)，折れ線グラフ：出現回数）（川口ら、2016） 
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 海象データによるうねりの特性把握 

 図 2-6は、全国のナウファス観測データを用いて、海域毎のうねりの出現率を把握したもので

ある。ここで出現率とは観測された全ての波のうち、うねりと定義された波の占める割合のこと

を表す。 

図より海域毎に以下のような特性が確認できる。 

●太平洋側     ：うねりの発生率は1/3程度と高い 

●日本海側     ：うねりの発生率は低い 

●三大湾・瀬戸内海側：うねりの発生率は非常に低い 

 

【太平洋側（関東以北）】 

・日本海側と比較し、全波浪に対するうねりの出現率は高い。 

・紋別（北海道）、第二海堡・アシカ島（東京湾）を除き、全波浪に対するうねりの出現率は

30～50％となる。 

・釜石、仙台新港、相馬、小名浜のうねりの出現率は50％を超える。 

【太平洋側（関東以西）】 

・湾内に位置する伊勢湾・神戸・苅田、鹿児島、石垣沖を除き、全波浪に対するうねりの出現

率は10～40％となる。 

・関東以北の地点と比較すると、うねりの出現率は低い。 

・和歌山沖、四国沖、九州東岸沖でうねりの出現率が高い 

【日本海側】 

・全波浪に対するうねりの出現率は富山以西で増える傾向にある。 

・富山（北陸）と那覇（沖縄）でうねりの出現率は高い。 

・富山、那覇以外の地点のうねりの出現率は10％以下である。 
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図 2-6 海域毎のうねりの出現率  
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さらに図 2-7は、全国のナウファス観測データを用いて、海域毎に高波浪時のうねりの出現率

を把握したものである。ここで示す出現率とは、うねりと定義された波のうち、ナウファス年報

における高波抽出基準（表 2-3を参照）の上限値以上の波高を観測した波の占める割合のことを

表す。 

図より海域毎に以下のような特性が確認できる。 

●太平洋側     ：うねりの発生率は半分程度と高い 

●日本海側     ：北陸の一部を除くとうねりの発生率は低い。 

※富山及び敦賀でうねり発生率が高くなるのは、地形による効果

であると考えられる。 

●三大湾・瀬戸内海側：うねりの発生率は非常に低い 

 

【太平洋側（関東以北）】 

・十勝、久慈、釜石、石巻、仙台新港、相馬、小名浜では高波浪時の60％以上がうねりとな

る。 

【太平洋側（関東以西）】 

・清水、上川口、細島、志布志湾では高波浪時の60％以上がうねりとなる。 

【日本海側】 

・富山では高波浪時の60％がうねりとなる。 

・その他、敦賀と那覇で高波浪時のうねりの出現率は高い。 

 

 

【入善漁港海岸の特殊性】 

2008年に発生した寄り回り波（うねり性波浪）において発生した入善漁港海岸地区での局地的

な被災は、富山湾の特徴的な地形（能登半島及び海底谷）による影響であることが近年の研究で

報告されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入善漁港

管理者アンケートでは、2008年によるう
ねりによる漁港海岸施設の被災は、図
中●の入善漁港の海岸地区以外では
報告されていない。

● 漁港位置
富山県と新潟県一部



 

2-14 

 

 

 

 

 

図 2-7 高波高時(高波抽出基準以上)のうねりの出現頻度 
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表 2-3 ナウファス年報における高波抽出基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本業務では、熊本、名瀬、那覇を太平洋側に含めるがナウファス年報の区分では日本海側である。 

出典：NOWPHAS 年報(港湾空港技術研究所資料) 

を再現できる越波を算定するためには、新しい解析手法を用いることが必要である。 

整理 地点 整理 地点

番号 番号 下限値 上限値 番号 番号 下限値 上限値

1 604 留 萌 2.00 2.50 27 609 紋 別 ( 南 ) 1.50 2.00

2 611 石 狩 新 港 2.00 3.00 28 613 釧 路 1.50 2.00

3 603 瀬 棚 2.00 3.00 29 607 十 勝 1.50 2.00

4 220 青 森 0.50 0.75 30 602 苫 小 牧 1.50 2.00

5 201 深 浦 2.00 3.00 31 202 む つ 小 川 原 1.50 2.50

6 101 秋 田 2.00 3.00 32 203 八 戸 1.50 2.00

7 102 酒 田 2.00 3.00 33 219 久 慈 1.50 2.00

8 112 新 潟 沖 2.00 3.00 34 213 宮 古 1.00 1.50

9 114 直 江 津 2.00 3.00 35 204 釜 石 1.00 1.50

10 115 富 山 1.00 1.50 36 218 石 巻 1.00 1.50

11 113 伏 木 富 山 1.00 1.50 37 205 仙 台 新 港 1.00 1.50

12 105 輪 島 2.00 3.00 38 214 相 馬 1.50 2.00

13 106 金 沢 2.00 3.00 39 206 小 名 浜 1.50 2.00

14 117 福 井 2.00 3.00 40 209 常 陸 那 珂 1.50 2.00

15 116 敦 賀 1.50 2.00 41 207 鹿 島 1.50 2.50

16 310 柴 山 2.00 3.00 42 217 第 二 海 堡 0.75 1.00

17 313 柴 山 ( 港 内 ) 0.75 1.00 43 901 ア シ カ 島 1.00 1.50

18 304 鳥 取 2.00 3.00 44 504 下 田 1.50 2.00

19 312 境 港 0.75 1.00 45 505 清 水 1.50 2.00

20 305 浜 田 2.00 3.00 46 501 御 前 崎 1.50 2.00

21 406 藍 島 1.50 2.00 47 506 伊 勢 湾 0.50 0.75

22 405 玄 界 灘 1.50 2.50 48 301 潮 岬 1.50 2.00

23 404 伊 王 島 1.00 1.50 49 306 神 戸 0.50 0.75

24 420 熊 本 0.50 0.75 50 311 小 松 島 0.75 1.00

25 402 名 瀬 2.00 3.00 51 307 室 津 1.00 2.00

26 702 那 覇 1.50 2.50 52 309 高 知 1.50 2.50

61 805 青 森 西 岸 沖 2.00 3.00 53 308 上 川 口 1.50 2.00

62 807 秋 田 県 沖 2.00 3.00 54 409 苅 田 0.75 1.00

63 804 山 形 県 沖 2.00 3.00 55 411 細 島 1.50 2.00

56 407 志 布 志 湾 1.00 1.50

57 408 鹿 児 島 0.50 0.75

58 701 中 城 湾 1.50 2.00

59 706 平 良 沖 1.00 1.50

60 705 石 垣 沖 0.75 1.00

64 805 青 森 東 岸 沖 2.00 3.00

65 807 岩 手 北 部 沖 2.00 3.00

66 804 岩 手 中 部 沖 2.00 3.00

67 802 岩 手 南 部 沖 2.00 3.00

68 803 宮 城 北 部 沖 2.00 3.00

69 801 宮 城 中 部 沖 2.00 3.00

70 806 福 島 県 沖 2.00 3.00

71 812 静 岡 御 前 崎 沖 2.00 3.00

72 816 伊 勢 湾 口 沖 2.00 3.00

73 811 三 重 尾 鷲 沖 2.00 3.00

74 813 和 歌 山 南 西 沖 2.00 3.00

75 815 徳 島 海 陽 沖 2.00 3.00

76 817 高 知 室 戸 岬 沖 2.00 3.00

77 814 高 知 西 部 沖 2.00 3.00

78 818 宮 崎 日 向 沖 2.00 3.00

日本海側 太平洋側

地点名
基準値(m)

地点名
基準値(m)
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